
 

 

 

 

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

中学３年 

第２号 

令和８年５月 

 

令和８年度 宮崎県立高校一般入試問題の特徴と今後の予測 ～国語編～ 

宮崎県の高校入試に関する様々な情報を県立・私立問わず定期的にお届けします。 

小説文，論説文，資料を使った言語活動，古典の大問四題構成。漢字の読み書き，書写などの知識問題，抜き出し問題，
記述問題がバランスよく出題されている。今年度は小説文と論説文で抜き出し問題が出題されなかったが，問題の構成に大
きな変更はなかった。宮崎県立高校入試の特徴である，提示された資料や話し合いの様子を踏まえた記述問題，関連する古
文や漢文の融合問題は，今後も出題されると考えられるため，統一模試や予想問題などで演習を積むことが大切。 

Ｑ 国語の勉強ってなにからすればいいの？ 
 Ａ 漢字や文法などの基本的な知識をつける＋過去問を解くことから始めよう！ 
 
Ｑ 統一模試を解いても，国語って同じ問題は出ないし，意味ないのでは？ 
 Ａ そんなことはありません！  統一模試を解くことで， 
    ①入試の問題形式に慣れる ②時間配分が体に染みつく 

 ③文章を読んで答える力が身につく 
    これらのことができるようになります。 
    入試と同じ形式の問題はどんどん解いていきましょう。 
 
Ｑ では問題を解いた後は？ 
 Ａ じっくり解説を読みこんで，理解できたこと・できなかったことを復習しよう。 
記述問題では，模範解答を見て，自分の解答には何が足りなかったのか確認しよう！ 

○会話形式に慣れるために，問題文から必要な情報を読みとる練習をしよう！ 
 →問題を解くポイントになる部分にマーカー等で線を引いてみよう。 

【推薦入試】国語の大問構成や特徴は？ 

～ 

【一般入試】今年度の特徴的な問題(記述問題) 

～ 大問一 問四 自分の言葉で答える記述問題 

受験に向けて，今，君たちにできること 

直近三年分の各大問の記述問題の字数 

がむしゃらな努力から，戦略的な準備へ 

〜勝負の夏を制する『3つのステップ』〜 
部活動の集大成に向け，毎日一生懸命な君へ。その努力は必ず君を強くします。しかし受験勉強では『がむしゃらな努力』

だけでなく，正しい方向へ進む『戦略』が不可欠です。 

勝負の夏に向けて，今すぐ始めるべき『3つのステップ』を紹介します。 

1.『敵』を知る（入試傾向の把握） 

宮崎県立入試では，知識だけでなく記述や資料を読み取る力が求められます。 

まずは本紙の『各教科の特徴と今後の予測』を読み，入試本番のリアルな 

傾向をつかみましょう。 

２.正確なデータで『己』を知る（模試の活用） 

次に『現在の実力（現在地）』の把握です。県内最大規模の『宮崎県統一模試』 

は入試傾向に完全対応。自分の感覚ではなく客観的なデータで，弱点を明確にあぶり出しましょう。 

３.夏に向けた『優先順位』を決める 

敵（入試）と己（実力）のギャップが分かれば，短い夏休みにやるべき学習の『優先順位』 

が見えてきます。迷ったら，模試のデータをもとに塾の先生と作戦会議を開くのが一番の近道です。 

宮崎県高校入試新聞 
～未来の地図に『現在地』を書き込もう！ 戦略的に挑む，勝負の夏～ 

『敵を知り己を知れば百戦危うからず』 

○本文の描写をもとに，自分の言葉で空欄

前後の内容に合わせて記述する問題が出

題された。推薦入試でも，会話文の情報を

もとに『開いた質問』を自分で創作する問

題が出題されている。 

↓ 

書かれていることをそのまま書き写すだけ

では十分でない。 

深い読解力や表現力が求められている。 

   の  入試の   記述  

         言   と  の記述  が なか た 

                                 で  た

 分の言葉を                            

                                     

合 で  すると    前後で  されている 

                

                      

                   

                                 

         



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度 宮崎県立高校一般入試問題の特徴と今後の予測 ～数学編～ 

令和８年度 宮崎県立高校一般入試問題の特徴と今後の予測 ～英語編～ 

大問数，問題数，ページ数に大きな変化はなかったが，昨年度出題との比較，傾向として次の４点が挙げられる。 

① 大問１に作図がなかった。 ② 例年，大問として出題されていた空間図形の問題がなかった。 ③ ICTツールを活用した対話型の問題文

が連続して出題された。 ④ 『計算して答えを出す』だけでなく，『解が問題の条件に適しているか』など，数学的な事象を言葉で説明させる

記述問題が重視されていた。大問構成については，２年連続で同じ傾向が続くこともこれまであったが，来年度もそうなるかは未知数。 

引き続き，基礎的な問題をミスせずにしっかり得点できるかが合否の分かれ目であることに変わりはない。 

【推薦入試】数学の大問構成や特徴は？ 

受験に向けて，今，君たちにできること 

受験に向けて，今，君たちにできること 

令和８年５月発行 第２号 

○計算スピードや正確性を高めよう！ 

→これまでに習った計算はすべてできますか？ 計算力は数学の土台です。 

○教科書に出てくる基本語句や公式・定理を覚えよう！ 

→基本語句や公式を理解していないと演習しても学力が身につきません。 

○大問１や大問２～５の正答率の高い問題を確実に得点することを心がけよう！ 

→統一模試を連続受験することで，自然と得点の積み上げ方がわかってきます。 

○対話形式に慣れるために，問題文から必要な情報を読みとる練習をしよう！ 

→問題を解くポイントになる部分にマーカー等で線を引いてみよう。 

〇 英語で音読してみよう！ 
→ 英語ができるようになるにはまず発音ができること。怖がらずに発音してみよう。 

 しかも，耳を慣らしておけるので，聞き取りテスト対策にも効果があります！ 

〇 英単語の意味を答えられるようにしよう！ 
→ 意味の分かる英単語の数が増えると断然文章が読みやすくなる。語彙力を増やそう！ 

〇 英文を読みとおす体力をつけよう！ 
→ 長文を読むには体力が必要。今のうちから，文章を最後まで読みとおす力をつけよう。 

そして何よりも・・・ 

〇 英語を楽しもう！！ 
→ 大事なのは継続して学習すること。まずは『読めた！』『書けた！』『解けた！』を 

大事にして英語を楽しもう！ 

【一般入試】今年度の特徴的な問題(大問３データの活用) 

昨年度と比較して，大問構成に大きな変化は見られなかった。１の聞き取りテストは，放送文中から必要な情報を抜き出すだけでなく，その

内容をまとめたり言いかえたりする力が必要。資料と対話文を読む２，４については，例年４で出題されていた英作文がなくなり読解問題の

みとなったが，今後英作文が復活する可能性もある。３では今回は文法問題の中に対話の文脈を理解して答える問題が含まれていたほか，英

作文のテーマがやや難化したことが特徴。５は長文読解問題。問題の形式はほぼ昨年度と同様だったが，英作文が本文内容を発展させた，やや

難しいテーマで出題されていた。最後まで文を読み切る力と，様々な状況や意見を英語で表現する力が求められている。 

【一般入試】今年度の特徴的な問題 

一般入試・推薦入試ともに文法問題でしっかり得点できることが合格への近道！ 

２年生までの文法の復習はもちろん，テスト中に見直しをしてうっかりミスも防ごう！ 

【推薦入試】英語の大問構成や特徴は？ 

中学３年第 2回統一模試は 

７月４日(土) ※６月 2４日（水）締切 
※時間割等，日程の詳細については， 

各学習塾にお問い合わせください。 
 

<統一模試３つのポイント> 

1.県内で最大規模の受験者数を誇る公開模擬試験 

2.県立高校入試に最も近い形式と内容 

3.豊富なデータに基づく信頼性の高い合格可能性判定 

君たちの        

挑戦を待つ！！ 
 

案内チラシ 

【受験生に伝えたいこと】 

〇一般入試も推薦入試も『大問 1 のスピードと正確性が合否を分ける』 

大問 1 でいかに時間を節約し満点を取れるかが，残りの応用問題に使える

時間を決定づける。 

〇推薦入試といっても出題範囲は狭くなく，円の性質や三平方の定理の活用

など，中学数学の全範囲がしっかり出題されている。中 3 後半の単元も含

め，穴のない学習が必須である。 

今回登場した間違い探し問題は時間がかかりやすい。時間配分に注意して解こう。 
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R7 問題数 41 問 平均点：59.7 点 

基本的な 
知識のみ 

基本的な知識 
＋ 

簡単な読み取り 

17 問(42 点) 9 問(18 点) 

R８ 問題数 41 問 平均点：夏頃発表 

基本的な 
知識のみ 

基本的な知識 
＋ 

簡単な読み取り 

19 問(42 点) ３問(７点) 

令和８年度 宮崎県立高校一般入試問題の特徴と今後の予測 ～社会編～ 

令和８年度 宮崎県立高校一般入試問題の特徴と今後の予測 ～理科編～ 

大問構成は，例年通り４問で，大問１は地理，大問２は歴史，大問３は公民，大問４は三分野総合問題だった。記述問題
数が昨年度の 13問から９問に減少したが，基本的な知識を活用する記述問題や，資料をしっかりと読み取らないと解答で
きない記述問題など，さまざまな出題パターンが今年度も見られた。来年度以降も同じ出題形式であると思われるが，複数
の資料を正確に読み取る読解力と，知識を活用する力が今後も必要となる。基本的知識の定着と，さまざまなパターンの資
料問題をこなすことが重要である。 

受験に向けて，今，君たちにできること 

県立入試の傾向 ～基本的な知識だけで 40点以上！？ 

受験に向けて，今，君たちにできること 

令和８年５月発行 第２号 

○ 新聞やニュースを通して，宮崎や身近な社会の出来事に興味を持とう！ →それ自体が問いにならなくても関連事項が問われる可能性あり。 

○ 図やグラフ，分析結果から出題者の意図を考えてみよう！ →出題者の意図を感じることでより伝わる記述ができる。 

○ 自分の考えを要約して表現する練習をしよう！ →頭の中で考えるだけでなく，必ず書いてみること。 

○ まずは問題をよく読むこと！ →会話文の中の発言などはヒント。ヒントをもとに，答えを絞ろう。 

今年度の入試で見られた特徴的な３つの問題 

○基本的な知識は早めに固めておこう！ 
→どんな問題も基本的な知識やその組み合わせで解けるものがほとんど。漢字指
定の問題もあるので，語句の意味を含めて正しく覚えるようにしよう。 

○問題の中のヒントを探す習慣をつけよう！ 
→理科の問題文や図表には答えを導き出すためのヒントがちりばめられている。 
○公式を頭に入れ，計算問題の演習をしよう！ 
→基本的な計算問題を得点源にできるよう，基礎的な計算力を身につけよう。 

今年度の入試で見られた特徴的な問題 ～大問１-３～ 

 

大問は，例年同様各分野２問の計８問で構成され，難易度は前年度と同程度か，やや易しいように感じた。例年通り基本
的な問題が多かったが，資料から読み取った情報と知識を結びつける問題も見られた。基本的な知識事項の定着と，読解力
や情報を整理する力を身につけることが重要となる。また，昨年度から計算問題の増加も見られたが，半分は基本的な計算
問題であったため，公式を覚えて演習を行い，基礎的な計算力を身につけておくことも重要である。 

水生生物に 

よる水質調査

の問題。 

３年生の最後

に習う内容の

ため，見慣れ 

ない受験生も

多かったと 

思われる。 

参考資料に 

あるルールを

読んで正しく

理解し，その 

ルールを調査

結果に適用 

する力が 

求められた。 

 

 年ごとに全体の難易度は変動するが，ここ３年間は基本的な知識で解ける
問題が大半を占めており，簡単な読み取りが必要な問題を加えると，およそ
50 点の得点が可能である。確実に点を取るためにも，基本的な知識を早め
に固めておくことが非常に重要である。 

３つの資料から正しい仮説を選定する問題 
宮崎県の農業の実態について 

４つの資料と対話を読み解く問題 
１つのテーマから 

３分野バランス良く出題された問題 

『敵を知り己を知れば…』と本紙で偉そうに語ったが，正直なところ，誰だって自分の本当の

実力（己）をデータとして突きつけられるのは怖いものだ。 

模試を受けて，もし悪い判定が出たらどうしよう。苦手な現実から目を背けたい。かつての私

も，テストが返却されるたびに結果を見るのをためらう，ごく普通の学生の一人だった。 

しかし，君たちが熱中している部活動でも同じではないだろうか。試合に負けたとき，悔しさ

から目を逸らさず『なぜ負けたのか』『自分たちに何が足りないのか』を冷静に分析できたチーム

だけが，次の大会でより高いステージへ進むことができる。 

勉強も全く同じである。自分の弱点と真正面から向き合う『勇気』こそが，学力を飛躍させる

最大の原動力になるのだ。 

まもなく勝負の夏がやってくる。どうか恐れずに模試という鏡をのぞき込み，自分の現在地を

しっかりと見据えてほしい。その少しの勇気が，必ずキミの未来を切り拓くはずだ。 

模試の栞 ～『現在地』を知る勇気～※編集後記 入試の主な日程 

※ 令和８年４月高校入学者の入試日程 

＜私立高校＞ 
１月２８日～2９日 私立高校一般入試 
＜県立高校＞ 
２月４日 推薦入試 
３月４日 一般入試（国語・理科・英語） 
３月５日 一般入試（社会・数学） 
３月１０日 追加選抜入試 
３月１７日 合格者発表 

入試まであと何日？ 
 


